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医療のなかにも「攻めの医療」「守りの医療」があると常々考えている。攻めの医療は
最先端の医療技術に基づいた先進医療などがそれに当たるであろう。眼感染症診療は，さ
まざまな病原体のなかから疾患の原因を同定し，その病原体に合った治療方法を選択・駆
使して障害を最小限にとどめるという，いわば守りの医療であると考える。どんなに素晴
らしい手術をしても，術後感染を起こしてしまえばもとの木阿弥になってしまう。野球な
どのスポーツに喩えると，どんなに素晴らしいバッターを揃えて多くの点数を取ったとし
ても，守りがボロボロでそれ以上の点数を失えば試合には負けてしまうことになるのであ
る。眼感染症の分野がメディアに取り上げられて脚光を浴びることはない，むしろ流行性
角結膜炎（EKC）の院内感染などのマイナスイメージがつきまとう分野である。しかしな
がら，眼感染症に対する備えを万全にしなければ眼科医療は成り立たない根本的な分野で
もある。

眼感染症は日々変化している。抗菌薬の耐性化と MRSA の問題，重症例が多い角膜真
菌症，いつまでたっても解決しない EKC との戦い，再発を繰り返すヘルペスへの対応，
新しく疾患概念が確立されたサイトメガロウイルス角膜内皮炎の問題，若者に重篤な視力
障害を引き起こすコンタクトレンズ関連角膜感染症，マイボーム腺炎角結膜上皮症への対
応，性感染症関連眼感染症，頭が痛い術後眼内炎の問題などさまざまなトピックスがあ
り，それらは時とともに変化していく。これらの情報は常にチェックしてアップデートし
ていく必要がある。

診断に関しては PCR が重要な地位を確立してきた。眼科から得られるサンプル量は非
常に少ないので PCR に頼らざるをえない場合が多い。病原体が明らかになれば思い切っ
た治療に切り替えられるのはいうまでもない。網羅的 PCR，定量的 PCR である real time 
PCR も多く行われるようになってきている。治療に関しては新しいものはなかなか出て
こない現実があるが，自家調整点眼薬の有効利用，ステロイド点眼薬の上手な使い方など
が重要である。

本書は「眼感染症の傾向と対策—完全マニュアル」と題して眼感染症に備えるベストメ
ンバーを選出した。いずれの項目も非常に内容に富んだものであり。本書を熟読していた
だければ自信をもって眼科医療を行うことができると確信している。もう一度野球に喩え
れば 1 回表に 1 点を取りさえすれば，あとは完璧な守りで 0 点に抑えて勝利を手にするこ
とができるのである。

日々ご多忙の中，快くご執筆を引き受けていただいた先生方に御礼を申し上げる次第で
ある。

 近畿大学　福田昌彦・下村嘉一
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